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2018年12月吉日 
 

一般社団法人G1 代表理事 
グロービス経営大学院 学長 

グロービス・キャピタル・パートナーズ 代表パートナー 

堀 義人 

ご挨拶 

第7回G1経営者会議は、大盛況のうちに閉幕することができました。ご参加頂いた全ての皆さまに感
謝申し上げます。 
 
菅官房長官より、安倍内閣が進めてきた改革の成果のお話がありました。アベノミクスから始まり、
インバウンド、東京オリパラと大阪万博招致、農林水産業改革、規制改革、そして今国会での、入国
管理法の改正。さらに今後は、社会保障の実現等着実に成し遂げたいとのお話がありました。菅官房
長官から民間に対する期待は、「政府に対して遠慮をせず、やるべきことを伝えてほしい」、「あた
りまえのことを、あたりまえに出来る国にしていきたい」でした。「国会会期中は、オープンな場で
スピーチをしない」とのことでしたが、ご多忙な中お話をいただき本当に嬉しく思っています。 
  
今年は「テクノベートによるゲームチェンジ～世界No.1を目指すために～」を総合テーマに、ブラザ
ー工業小池利和会長、KDDI髙橋誠社長、コニカミノルタ松﨑正年会議長をパネリストにお迎えし、僕
がモデレーターを務める全体会討議から始まりました。「変化の激しい時代において、企業はM&A先
の選定、その後のインテグレート、政府の規制への対応など、複雑な対応と決定が求められる。
ChangeはChanceと一文字しか違わない。常に変化をChanceと捉える視点も大切」だと思います。 
  
分科会は、「テクノべート」、「企業戦略」、「組織マネジメント」、「社会・文化」の4つに分か
れて開催しました。「テクノベート」では、プラットフォーム戦略、ロボットとAI活用による競争優
位性、キャッシュレスによるビジネス変革などをテーマとして設けました。「企業戦略」のテーマで
は、オープンイノベーション、成長戦略としてのM&A、ハラスメントリスクと危機管理。「組織マネ
ジメント」においては、労働人口減少に伴う人材不足に備えた優秀なタレントの採用と維持に関する
人事戦略、外国人材の活躍・採用、働き方改革、HR-Techを取り上げました。また、「社会・文化」
のテーマでは、コミュニティとマーケティングやデザイン経営など、多様なテーマで議論を深めまし
た。 
  
今年のG1経営者会議から、「G1・KIBOWソーシャルアワード」の表彰式を行いました。本年は、
SDGs（持続可能な開発目標）が世界共通の明確な課題の1つと位置付けられる中、ESG（環境（
Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance））にそれぞれの立場から取り組むトップ
ランナーとして、資生堂魚谷雅彦CEO、 GPIF髙橋則広理事長、READYFOR米良はるかCEOに授賞しま
した。 
  
夜の懇親会では、“和モダン”をテーマに、G1イニシアティブから生まれた「東の食の会」にご提供
いただいた東北の旬な食材、香り豊かな銘酒「獺祭」、そして「日本のワインを愛する会」会長の辰
巳琢郎さんセレクトの日本ワインをお楽しみいただきました。そして、花魁ミュージカルを演じる「
ざ☆くりもん」をお迎えし、G1経営者会議を華やかに締め括りました。とても盛り上がり、大成功で
した。大変有意義な1日になったものと思います。 
 
 G1を始めて10年、経営者会議を始めて7年。明らかに日本の景色が変わり始めています。さらに日本
を良くするべくG1は頑張ります。 
 
ご参加いただいた皆さんは勿論のこと、 協賛して頂いたスポンサーの皆さまに、改めて感謝を申し上
げます。 
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アドバイザリー・ボードメンバー 
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第7回G1経営者会議 開催概要 
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■開催日 
  2018年11月25日（日） 
 
■開催場所 
  グロービス経営大学院 東京校 
 
■参加者数  
  307 名     

 
■主催 
  一般社団法人G1／株式会社グロービス 



セッションの様子①「オープニングセッション・第１部／第２部全体会」 

堀 義人 
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セッションの様子②「第３部分科会」 
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セッションの様子③「第４部分科会」 
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セッションの様子④「第５部分科会」 
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セッションの様子⑤「第６部分科会」 
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セッションの様子⑥「第７部／第８部全体会・クロージングセッション」 
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ランチセッション・懇親会 

テーブルリーダーを中心に30のグループを作り、食事を取りながらの率直なディスカッションを行いました。 
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■ Gold Sponsors 
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■ Gold Sponsors 
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■ Gold Sponsors 
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■Bronze Sponsors 
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多くのご支援に心から感謝 

申し上げます。 
 

一般社団法人G1 
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